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共同研究契約における実施料支払い規定に関するセミナー

定規い払支料施実るけおいに

抑』
姉
翻
ヽ
て

は

い

回

つ

△
フ
に

柴田 義弘
明治大学 社会運原促連知財本部
知的財産マネージャー

元 三菱化宇 (株)知的財産部 主席次長

一般的には、相手方企業が実施したときに、大
学は実施料の支払いを受けられるように規定し
ます。
共同研究が成功した場合 共 同研究の相手方企業は自ら事

業化し 共 同研究の果実である成果の実施利益を享受します。
一方大学は通常 自 ら事業化することよありませんから 果

実についての実施利益を得ることができません。

従つて、共同研究契約においては研知戎果の帰属及びその運

用に関し、その帰属は共有とするが 相 手方企業が実施したと

きは実施料を支払うものとする旨の規定がなされ 上 記不均衡

を調整する規定がおかllるのが普通です。

この規定は 一 般に 開口謝聞翻期 規定と呼ばれています。

権利共有の規定のみで は不十分 、運用 に関 する

規定が必要です。

これに対し 運 用に関する規定を置かす単に研究成果の

帰属を共有する旨の規定のみに留めますと、大学にとって

非常に不利な契約になつてしまいます。

というの よ 特 許法には、特許権が共有に係るときは、

契約で別段の定めをした場合を除き 他 の共有者の同意を

得ないで、そのヽ分の多少に係わらすその特許発明の実施

を実施することができる旨 (フe条2項)さ らに各共有者は

他の共有者の同意を得なければ 第 二者に実施計誌できな

い旨 (フ3条0頂)規 定されています。

すなわち企業は自ら自由に実施でき 例 段の定めがなけ

れば大学への実施料支払いは不要)か つ大学が第二者ヘラ

イセンスしようとしてもこれを拒否できますが 大 学は実

際上自ら実施もできす、かといってライセンスも思うよう

にできす 極 めて不利となつてしまいます。

最近 、企 業が、独 占 しない場合 は実施料支払 い

な しで済 ませ られる よ うに求 め、交渉 が難航 す

るケースが増加 しています。

企業の知的財産部門実務担当者の集まりである日本知的

財産協会から出さrlた考え方 (一つの考え方として提案さ

れていますが)を 契機に 最 近の契約交渉において企業か

ら 独 占実施 (第二者にライセンスしないで、自社のみ実

施を独占する)な ら実施料を支払うが 通 常実施 (自ら実

施もするが 独 占はせす 第 三者にもライセンス可とする)

の場合には 実 施料を支払いたくないとの主張が時折なさ

れるようになりました。

この理由として企業わヽらは 通 常実施を選んだ場合にも

実施料を支払うこととすると 実 施料支払いが重荷となっ

て第三者との市場競争力が損なわれてしまう恐れがあると

か 特 許法では 共 有者はもともと自由に実施できるとさ

れているのに な ぜ実施料を支払わなけllばならないのか

というようなことが主張されています。

この主張 よ大学側からみると 色 々な問題点があり 契

約交渉を徒に長ヨかせる一因となりつつあります。

すなわち 競 争力確保については 第 二者へのライセン

スの実施料率と共同研究の相手方企業が大学に支払う不実

施補償の料率の詞整等の手段により 企 業が不利にならな

いようにすれば良いのではないかとの反論が生じますし

後者についても 特 許法において 「別段の定めをした場合

を除さJ自 由に実施できると規定されているのであつて

大学と企業のように立場が大きく相遺する者の間の共同研

究の場合 実 施料を支払う等の 「別段の定めJを おくこと

は必要であると思われるからです (なお 企 業間共同研究

例えば原料メーカーとそのユーザーとの共同研究において

は 運 用と利益配分について協議し調整し 「別段の定めJ

をおくことは [く 一般的に行われていることです)。

本学 は、通 常実施 の際 にも実施料支払 いを求 め  へ

ることを原則 としています。

本学の共同研究契約の雛形では 次 のようにされています。

①研究成果である知的財産権の帰属は共有とする。

②知的財産権を (共同研究の相手方である)企 業が実施

するときは 本 学との協議により定める実施料を支払う。

③第二者ヘライセンスする場合には、大学 企 業両者同

意の上行う。条件についても両者協議する。

すなわち 企 業には 実 施するときの実施料支払いの義

務が課せられていますが 第 二者へのライセンスを拒否し

て独占実施する選択をなしうるように配慮されています。

また 競 争力についても 実 施料の協議決定の際に配慮
できるようになつております。

もちろん本学は 状 況に応じて権利の帰属及びその運用
全体につき 上 記雛形とは別の取り決めとすることについ

ても フ レキンブルに対応しています。



社会連携促進知財本部主催 ・参加行事のご案内

社会連携促進知財本部は、本学の研究成果を産業界等に広く社会に還元するための様々な行事を行つています。本年

10月から12月までの間に知財本部が主催あるしHよ参加 出 展する 「産掌交流ブログラム」についてこ案内します。

この交流会は、地場の産業や地元企業等の二一ズに適応する本字の研究成果や技術を提供するものです。

1 新 潟県県央地域 (第2回 )

昨年に続いての開催となる新潟県県央地域でよ 「企業のイノベーション ("lJ革新)J「マーケテインクJ「 モータ

の応用J「 環境Jの 4つをテーマとして 本 学教員が自らの研究成果をこ紹介します。

★ こ参加の申込期限が2005年 10月12日までとなっておりますので、お早めにお申込みください ★

申込Jは  本 学ホームページ (社会連松促進知ロオ本部のベージ)わ ら`タウンロードして頂けます.

日  時   2005年 10月 20日 (木)1330～ 18:40

会  場  (財 )新潟県県大地域地場産業振興センター

(三条 燕地域リサーテコア)

参 〕口費  無 料(懇親会参加費は3000円 )

募集定員  フ o名

く第1部> 議 寝&特 別対説

◆テーマ イ ノベーションと大学の 「知」の活用

体験的企業生き残り戦格

◆説 師  堀 井 朝 運 (タカノ株式会社相談役)

く第2部 > 分  科  室

,「 新たな事業と新た■tr需要を創出するマーケティングJ
―― 競争のない未知の市場空間への道じるべ

話師 井 上 ■ 通 (明お大学問宇部教11)

0「 交流モータの動向とその応用J

講師 三 木 ― 郎 (明治大学理工学部教授)

0「 土l・汚梁の早期発見とビジネス屈門J

講師 登 尾 浩 助 (明右大字世字都助教!ヨ)

■)「明治大学の一押し技術シース紹介コーナーJ

交 流  会

初開付となる同山県倉敷市においても

日  時  2005年 11月4回 (金)

会  場  倉 敷市商工会議所

参 力回費  無 料

2 同 山県倉敷市 (第1回)

開催 日

9月 27日 (火)～
2 9日 (木)

10月 4日 〈火)～
8日 (■)

10月 18日 (火)

10月 26日 (水)～
28日 (金)

]]月 2日 (水)

1]月 30日 (水)～
12月  2日 (金)

12月  5日 (月)

一ズに適応する本学の研究成果や技術を提供します.

<第 1部 > 巨 調謡濠

●テーマ 地 域活性化と地域ブランドのに立 (仮趣)

◆講 師  大 友 純 (市字部.lt授)

その他詳細は 追 つてこ実内しますご

産宮学連携イベントSプ ログラム

イノベーション ジャリヽン2005

シーテック ジャパン 2005

「明治大学 1崎 市産学交流会
(仮称)」発足意見交換会

特許流通フェア中部2005

第6回ビジネスフェアfrom Tama

特許流通フェア n東京

第2回関東 関西8私大学
産学遵指フォーラム

会   場

東京国際フォーラム

千葺県幕長メッセ

明治大学生回校合

名古屋中小企業振興会館

新宿NSビ ル

東京国際展示場

同志社大学今山川キャンパス

主   催

」STx NEDO※

(社)電子情報技fJ産業協会」E TA他

明治大学、,崎 市工業団体連合会

特許庁 中部経済唐業局

(社)TAMA産 業活性化協会
西武ニューリーダーズクラブ2]

特許庁 関東経済産業局

明治大学 日本大学 中央大学
東京電機大学 同志社大学
立命館大学 関西大学 関西字院大学

,J主F[“=A Fr iヤⅢ■_ャ ■サti↑十11■11Ⅲ

このページについての
お問い合わせ先

|‐JSTIナ 」工行に'■■干」字,lifl帆 村 ■ NEO〔〕

明治大学社会連続促進知財本書嗜ぉぃェ,
担当 :知的財産マネージャー 常 泉 TEL 03-3296-4281

― ― |



°
平■砕9マ屋撃rイとてそ44r

ワ■年],とそ′とわギコ当日登離革寓秘②gO★v
°
と難②彰酌控旨割②ヽYとて亡

とと′ととを4コ平ヤP即首=)日63暫とす300Z

°
二翠句平lヽM善つ2P?望獣手■ ムーv

▼―半2CttP麟弾
°
■幸1ヽ2∩腎4?望饗②

(彗科秒り迫警靭

と一言 ●キHκと考″誓科専軍報)

コ孝郵暫塩
2(32ツP認堅2∩?¥業国圭望2

予羊士台ヤ 2早期?車曇てE4-とてュ4た

(千)日3 LttL L

°
こ宰い二姥角挙2=|「▽●ムンκそど革キヨ持Y平酌J‐ulヨ笙

説里日98暫tiラ自00己 将2(lC]とと′∠ユ∩吾Yユ車量κEた一とてュ幻た米

°
■望今ヽ=ウ

?豆邑κEる一とてュ幻た0圏杉 平12(ncP∠`′と②董即■∩酎聖?享曇爵昌キ

(干)日9ヨ宮LL

型首(干)日ヨLttL L

°
こ平(3'多豆邑②とと″と 早●旨]爵昌輩即承

B中宮OL

(3)日08宮6

lr―Er考と …

日立8 草四率
｀
日立OL 臣整調

｀
出ヒ09 草竪郵彗

1山lЧ UO1190‖dd9/1Seェuoo~93pi~sseulsnq/o11/d!09!!。田ハAハAハA//idllЧ

°
こ宰早ユで?⊇2郵―□κ●移9▼`一▼▽一ヤ ギ葛匡警Ψ*

守判☆¥ 手台瞬告?二撃妥コ|キ¥平酌

(じ)日00留6勢900ヨ

。
こ翠、nニレ母詔至⑦2■1口⊇,],業豊⑦∠と′∠

とを不コ2W=金卑韻割業摯-4=K∨ 平鼎雀羊専ヤ串 手証靴 可翠
す
0幸■程多彩轍2■C笛?

一半H一ふr車晏警挙2o雲多てE本一=4ュ幻たセ母???至々撃?とこ′∠妥竪ヨ ▼螺V絶臣
°
こ宰∩取当多「対ととてE

∠とンととをたコ専!言舌¥こ(血JO■0コ
｀
2∩?印目?率皇?蜘髭亭蕉摯手占⑦告V 29多γ勢

,印里↓②(彗望営聖進 雅二 勘習;彗彰)彰早務専ヨ2‐422翻剛望摯⑦占V°こ翠(n2∩章董妥∠

ご′∠とをたコヤクー=て2撃境
｀
コ,普軽多手割台¥ 手告螺告〇★幸W12擦幸亀臣訳部獣要彰科



°(3早
科>早=言口2翠(乙ヨCシー06言8-80コヨ上)一すκ4昌ヨ享町口¥]〕轟掌留

｀
平志望PO勲圏彰艶躍

°
こ宰■甑2=秘守コ|じと生⑦功

⑦2 早2、年?⊇?罰承首馴享嘩fll革,駒郵首2●朋0早OW 2?⊇Cニケ子把劫盗添△堪軸←享日:撃期

■∩即軍]嫡しIll軍塩し彰どけ
°
工撃∩取当率専節躍02(nc=妥年童=軸鯨鄭甲埋射 差説挫ヤ引口留

多Hこム当説堪射OrrB里 2_l斎幻r―イ=ュ 喜掌理 |セ占g母障彰ヨ義00ヨ P28ヨV亀臣
｀
守卑

マ智憲法   専暑曽昌題   割(留6=000ヨ

｀
手吉

マ
メ憲甚   専

摯・Ц轄    留ヨ1=000ヨ

―豆醒Ψ尊7(1日多H乙ス茎輩―

控部2●団=,率“当摯堆軸

―ヽY上野目?Od 業ユ

控親密二圏コー4=κv箸キ¥

穫認イ(1日 首細率
    事暑曽昌露      git=900ヨ     多昭豊コ段翌れと イ¥孝02ヽ今C]コロヤ翌mセ

首機確    専翌日手    gttラ9003
2(lC

=撃=?ヽ1警0コOヨ四印じ2■〕マPキ¥率印

警   単    坦   資    (事4)障却斡幽           ▲ ― `

°
こ翠(32∩q牟ヶ守?8【率口⑦軍O>塚2q顎]彰埋

°
こ宰(nニウ?控激>二←匂●

‐
l●と

盟豊 2∩?△―と,¥紫多豊「当ロヤ望「YJ「-4=てゃ挙吉¥」¥8“=「聾圭?∩ヽWO也⑦ヨ踊印臣J

可∩副圏]1路碑
°
こ翠(32∩ヨ4r多豊―イ=■⑦土粕コ1騎彰ヨ寺900口 やユ螺V島瞬事部郵ヨ善科

0(190シー9638-COコヨ上)浬理型盟望朝持¥車酌:¥期ヨ 早守写里守●

(事翌 ぎ首 望』)「25g cq劫 ?首J

たE本一幻Hとて]【γ一疼じ挫◆

多雄軽

L/一対彗科革0-本=てv◆

号雄10豊-4=κ▼慈告¥軍印」,g尊

(喜4)

てEた一=てユ打た身首苺◆

角警◆

κE不―=々ュ幻た暑喜吾

平窄筆900ヨHととκEとと′ととをたコ手吉 姫L尊

僧碑V間臣訳部軒頭彰弔占¥車酌)士(  I印●

(彗台占¥車酌)¥」 Oll●

望撃理重

▼=多口r ……………………………………

κ■E―=F“と尋説●迫̀議台¥車酌～OL eL(干)日92gL!寺9003

°
こ導(1とウ??,κEκ―=

κユ幻た0とた撃⑦「HととてE∠【′∠とを否コ専台J2●邸茎匂●ヨ章e ↓段⑦,9圭ユ∩],業]

20C言]首担彰理0告V ]|△―とな′て多「―■=て∀軽占¥号(輸>磁J｀平回e2,?目回8篭
°
こ翠∩副圏9守7CI濯土?佳醜艦創妥当!彗首聖レ菫)「▼●4浮てた懸革告ヨ告

¥率艶J2`∩早ヨf守子う軍?口211早勲里(2割―肇②普業ヨユ皆用占V 早幽早に]寺うB▼占YttF酌



。(n♀
ュ>阜豊ゃ2宰堅平Cng■∩翠o空r富撃P°■翠qv以

犯妥Hた▼′率頭習]“C(3?「1ヽ■そ2首多lr革o寺¥平酪J

「ヽ今科∩じ騨=首業ヨ?首コ靭10台Y」!H_-4た外雲草印じ
°
■2たと一終ウツW艶>毎母習r∩R12二艶コ1聾象W革ユ1ヽ口=

将鞠台P准
°
平∩宰9(1翠2●身>滋母90型車●=早酎今日早

/01/d'09 J Ott h7rM//tdllЧ
dr o91letu s。口⑤。1 ‖9凹ヨ

88ヨレ‐96ge‐90「xvJ と言Eレ‐96ge‐901コ]■

LL●rg/聴日韓コ田単■lu単¥lo88 10Lと

,V四じヨ部野ヨ影科占¥平酪【章撃=ウ警】

ｐ
剛
剛 瞬幸四畔訳郵郵ヨ善弔持¥離rg/告日L宮6=900ヨ[Y′I乙一今てナ]一ガ

°
こ宰(12∩]|?つ>(n22=勒=』播0と業ヨ

⑦国W推▼|=雪早],孫1畢(⑦母些肇当華准笙研?普担02 ∩日里(2∩?静②鶏首 理者⑦「撃訳告

邑雲種∪理証IJ 2ヽ12∩?翔射⑦占V 匂重?▽こ多□た留軍めコ匂、OM占功◆
｀
平1輝V海障

°
こ学(32∩]?22至

竪艶多岡望望しH●■終□盗上0閃」⑦―こと

呼∠ ′とrヽn?02圏耕星告罫手②台幸車邸首

⑦彰迎回¥2至艶]|「HιI終□盗身郵里と多+

コ[J?0要2回¥⑦?善じ喪里野里ヨ理烈堂p

▼守四十習 舌V 、早弔0000 VM 0000

羊0目Y程取κEて一∨〔キκ′⑦告幸
｀
平に

印W首
°
こ幸nヽ2∩]?つ>く32∩日要 2∩

?単耐H′こと4⑦皇雅⑫2■回コ|ヨ樫割台¥

ヤ印鞠彰2至印目多担皇t/tYC配多lr多′4早旧

印臣
｀
可宰

｀
2∩?単研⑫報ヨ告邑ヨ⑦ヨ圏上十

ワニ?留中率据台王訴
｀
里宗 平OSJ差槌

営卑(2■?事耐0皇雅・割ヨ告昌ヨ

と翠②笛写身饉2W=

幸●ヨlllコ里コ母震J コ1智

干0008 VAA 00007持ヤ

可ツ早即当2在ユE一=と呼と

2ニヨ_l]剰9⑫⊇POSJ蓋池

観ャolrコルrP/2,7首研

W中②H qr一′こと□¢目葦准°
こ翠3ヽ2∩朝艶多晦望

｀
2∩目Y●PPr埋劫橋

不日
｀
善干遜尊V日 OQ▼密圏騨杉理 肯¥fI浅坦杉

理0戦ftl車業ヨ 台¥翻壁当当 占¥2科⊇平=杉
｀
台

¥率単
｀
占¥当箪W12(n守=lrコ国つ1箱

。
こ翠(12

早豊多9踏nヽ里母擦当革←国
｀
2∩?単耐妥可撃⑦報ヨ

告邑郵2二?4t/上| マIH lr―′乙Yロク当当祇Il⊇
。
二幸、n2C,?脚09口騨平早コ 2重tO剰9(首占)

H幻r―′こと□多当華准幻rコロ里⑦理温当茎准C守亜

ユ裂圏⑦と幻たと多IP>C｀平坦ζ
°
こ幸∩てた一そ

⊇|(賢を)日とgOL▼(今W(n｀ヤ可∩翠早2。妥?期獣

⑦2■回]1狸圏]1鳴イ中多喜習占ユ導llコ
｀
やl「(「OS当

差池」土粕)とさ/て4+判′4=4当茎池占¥平輸J

てた一平▼1ヽ平哺辞Yざ′た4キ村ヵ全=4当茎准


